
ISSN 1881~ 5812 

原著

1 I 1河 典子・ FI:I村尚紀男・吉井 υj~ ・
公立学校における特殊学級の開設と教育 I~UI~ ・本質;論;論命1革i存E弱新新rσの)i存可可夜可可r能世
一lぬ9宮剖'1世U世肘J紀己末~19101年F阿イ代tアメリカ者都15 干市!打T公立竿学:校一

171 下司 優.m:20'1止紀初頭カナダ・オンタリオ州におけるヘレン・マクマーチーの柄!j神的弱者政

策主導一公立学校精神i専問学級構想を1:1川、に-

33 I寓日ー1iiVけと・相羽 大j~iIì .河内 消彦:
全盲学生に対-する対人魅カに及ぼす障害開示条件の効*

45 I 1=1: 1村満紀男 :7 メ 1) カ合衆国車窓IJJ~j における笥:1Eì llilJ陣容児教育施設の慈器性と教育目的・本質
との関述

61 1 永田 英沼・・東原文子:

資料

比総理解.jl在/:1:¥を1)と逃するCAI教材の関与さおよび比11鼠的思考がi盟関mなil珪!日t矢nI~I~ 
W[ii!t児への適用-GraphicOrganizerを活)JJして-

75 1 1:1:1111 忠史・丹野傑史 :

具体的な長期日椋設定に向けた組織n9取り組み

-A特別支援学校の J卒業後の姿の検討・会Jに着目して-

87 I月・治敬之・野呂 文行:

1~11~3性障害児における平仮名-片仮名文字IIJ] の等制li関係の成立
一織成反応見本合わせ諜jむをHJいた片仮名文字指導一

99 I野口晃莱・米田宏樹:

米国におけるPar・aeducatorの役割の変逃

113 1 111 EH 燦広・米EEI 宏樹:

キ，¥11111部弱教科 i~I:i百平u 新設に伴う各教科の内容の変化
一IIWHI38年と IIrfHI4611三越i法学校(料相IIi即日日教育)小学部・J:j:I!学部学留指導要領及

び資料の比較-

129 I板倉迷i捻・柄111 毅・長111奇 助:

他者との共同行為による幼児のタスク溜熟度の発迷

139 1 熊谷校m子・野内 友焼・前JII 久列 :

読みに|想通If~を示す生徒の読みの述さ. jE雑性とRAN(Rapicl Automatizecl 
Naming)コンポーネント

155 I古井 ijj( : 20世紀転換期アメリカ合衆mIlにおけるM.P.E.グロスマンの非定型児に対する教

育の試みとその尖体

169 1 ]接EU 英樹.iiii川 久男・宮本 信也・布Ijil~ 敏文:
注意欠陥/多助t~I:lím ~g兇の月ilJmx定位の被iI~;導tl:における動機づけの影響に|刻する
予備的研究一自己初出i1羽田H~ と外n~補償の 2 1f1の影響について一

179 I一木 燕 ・安藤降男:

特別支援学校(肢体不 I~I EI:i)における自立活動を主として指導する教育課税に|渇

する基礎的研究一教師の姉く指導の展望に着 目して一

189 1 i向嫡 尖:発述障害児の地域生活支援の諜組について

一地方の中核者ISTI)ATIJの保波者の窓識調査から-

205 1 大部令絵・興I~ 仁豪・野日文行:

短報

インドネシアにおける自閉山y~児教育の尖態とIl初出に|射する研究
一四ジャ'ワ州都市部教員のインタビュー訓読を通して一

221 1佐々木)IIH二:明治末期から1I(:{fIlJj町iifJYlの耳鼻咽喉科医師による鰐|町教育への関与

一九州;初主!大学医学部耳鼻11回収科学教室を1:1:1心にー

⑮障害科学学会



ISSN 1881-5812 

Japanese Journ 

Original Articles 
1 I Noriko OKA， Makio NAKAMURA， and RyoYOSHII 

Thc establishmcJll of city pubJic special cJasses ancl. its potentiulities of innovulion 01' cducation in Ihem in 

the 20th turning century AmcI允a

17 I Yuri GESHl 
A bistoricnl study on the pionceriog by Helcn MacMurchy 011 a policy measure 10 the feeble-mil1ded 
problem in the province of Ontario in thc earJy 20th ceJ1~ury Canada: Focllsil1g 011 her conce(ヲtion01' 

Training Classes in Pllblic schools 
:33 I Asami TOMITA， Daisuke AIBA， und Kiyohiko KA WAUCH1 

The effects of disability disclosure by the bJind stlldents on interper・sonalu1traction 

45 I MakioNAKAMORA 
The educational put・poseof schools 1'or tbc dea1'， blind， and idiot arid its. relation 10 the stigl11a 01' charity 

aitached to them in the early ninetcenth centllry America 
61 I Shingo NAGATA and Fumiko HIGASI-HBARA 

Research 011 CA.J material al1d sllpporting way f01・achild with mild intellectual disability who showed 
di国cultyin the metapllOrical t_hinking:Otilization of gr可)hicorganizers 

Brief Notes 
75 I Tadashi NAKAYAMA and Takahito TANNO 

An Approach to Lead the Cllrrent Children、Targetfrom the Expeclation ofFlllure 
Condition -School Management for Setting a Long Tenn Targct Concretely 

87 I TakaYllki TAN.Jl and FumiYllki NORO 
Dcmonstrating the Emergence 01' Stimlllus Equivalence Rclations Between Hiqlganu-Word and Katakana-

WOI・din Children With AlItislic Disordcr: Teaching Katakana Words by Using Constrllctcd-Responsc 
Matching to Sample 

99 ! Akina NOGOCHI and Hirolげ ONEDA
Change in Roles of Paraeducators in the United States 

113 1 Yas出 roYAMADAand HirokiYONEDA 
Transition 01' Contents 01' Sllbjects duc to lntroduction 01'“Seikatsu-ka" (Life and Practical Skills) 1'01' 

Mental Retardation: ComparIng ClIrriclllllm for Menlal Rctardation in 197J with in 1963 
129 I Tr山 uyalTAKURA， T成cshiTSUKADA， and TSl削 llUNAGASAKI 

Developmcnt ot、TaskAchicvernents in Infants in Cooperative Activities with Peers 

139 I Eriko KOMAGAI， Tomonori YANAI， and Hisao MAEKAWA 
Speed， Accuracy 01' rcading and RAN (Rapid Automatizcd Naming) component in children with reading 
disabiJities 

155 1 Ryo YOSHlI 
Historical Study 011 Education 1'or Atypical Childrcn Experimented by M. P. E. Groszmann in the Turn 01' 
the 20th Cel1tury in the Onited Statcs 

169 I I-lidcki FOJITA， Hisao MAEKAWA， Shinya MIYAMOTO， and Toshibllmi KAKIZAWA 
Pr・eliminarystudy ofthc effect ofattentional motivation llpon distractibility ofstit11ulus orienting in 

children with attcntion-delkit I hyperactivity disorcler: Doublc eliect of clifficulty in sclC-reglllation and 
じompcnsationti'om external slil11ulation 

179 I Kaorll ICHIKI and T;ねoANDOU
A study 01' Ihc clIrricllllll11 based on .JlRITSOKATSODOO at special sllpporl school for studcnts with 
physical disabled -The result of sllrvey 011 problem 01' thc making practical plans for instrllction -

189 I Minorげ'AKAHASHI
Abollt the pr・oblemofthe rcgionallil'c supporl ofthe devclopmcntal disorder child : F'ro!11 the 

consciousness survey of the parents in e:l local co1'e city A city 
205 I Norie 080， 1nho CI-IONG， and FlImiyuki NORO 

Currcnt Educalional Silllalion and Problems for Childrcn with AlIlisl11 in Indoncsia 

Short repo代

221 I .Iyllnji SASAKI 
Olorhinolaryngologists' participation in Ihc dcvelopment 01' cdllcation for the dcaf in Japanち 18り6-1り40:

focllsing on Kyllshll lmpcrial Universily 

Association of Disability Sciences， ]apas 



編集委員長 河内清彦(筑波大学)

編集委員 安藤隆男(筑波大学) 池田由紀江(健康科学大学)

梅永雄二(宇都宮大学) 尾崎久記(茨城大学)

柿津敏文(筑波大学) 蒲生俊宏(日本社会事業大学)

驚藤佐和(目白大学) 園山繁樹〈筑波大学)

鄭 仁豪(筑波大学) 中村満紀男(東日本国際大学)

前JII 久男(筑波大学) 四日市章(筑波大学)

マif査委員 安藤隆男(筑波大学，) 安藤房治(弘前大学)

池田由紀江(健康科学大学) 池本喜代正(宇都宮大学)

石)11由美子(聖学院大学〕 石部元雄(筑波大学名誉教授)

井上雅彦(鳥取大学) 大石幸二(立教大学)

i珂 典子(筑波大学) 向田英己子(首都大学東京)

尾崎久記(茨城大学) 小畑文也(筑波大学ト

香川 邦生〈健康科学大学) 加藤靖佳(筑波大学)

金j宰貴之{群馬大学) 蒲生俊宏(日本社会事業大学)

河合 康(上越教育大学) 河内清彦(筑波大学)

川関健之介(筑波大学) 川村秀忠

熊谷恵子(筑波大学) 小林重雄(名古屋経済大学)

真城知己(千葉大学) 篠原吉徳(筑波大学)

国山繁樹(筑波大学) 大六一志〈筑波大学)

竹田一郎(筑波大学) 鄭 仁豪(筑波大学)

鳥山 由子(筑波大学) 長崎 勤(筑波大学)

中村満紀男(東日本国際大学) 生J11 善雄(千葉大学)

野呂 文行(筑波大学) 原島恒夫(筑波大学)

東原文子(筑波大学) 古田 弘子(熊本大学)

前川 久男(筑波大学) 松村多美恵(茨城大学)

松矢勝宏(呂白大学) 宮本信也(筑波大学)

柳本雄次(筑波大学) 山口 洋史(九州保健福祉大学)

山中 克夫(筑波大学〉 結城俊哉(筑波大学)

四日市章(筑波大学) 米国 宏樹(筑波大学)

編集幹事 間 典子(筑波大学)

障害科学研究

第 34巻 (2010，Vol. 34) 

平成 22年 3月25日発行

編 集 障害科学学会編集委員会

発行 障害科学学会会長中村満紀男

発行所 障害科学学会

〒305-8572 茨城県つくば市天王台ト1-1

筑波大学障害科学系内

FAX 029 (853) 6504 

e-mail adsj@human.tsukuba.ac.jp 

印刷所 前田印刷株式会社筑波支店

〒305-0033茨城県つくば市山中152-4

電話 029(875)6696



投稿規定

1 .本誌は，障害科学学会の機関誌であり，年 I巻発行する。なお巻号は前身の雑誌である「心身障害学研

究Jを引き継ぐものとする。

2. 本誌の執筆者は障害科学学会会員に限る。

3.本誌の編集は，障害科学学会編集委員会の責任のもとに行われる。

4.本誌には未公判の和文または英文で警かれた障害科学に関する「原著論文J， i短報J， i資料J， i実
践報告J， i展望jのほか，編集委員会が認めた論文等を掲載する。このうち， i原著論文jは，理論

的，実験的または事倒的な研究論文で，オリジナルなものとする。 i短報jはそのようなオリジナルな

研究の途中経過や一次的な報告を指す。これに対し， i資料jは，調査，統計に関するもの，歴史的に

価値ある文献資料のj紹介，方法論的試論，新しい実験装置の紹介p 内外諸研究の追試検討したものとす

る。また， r実践報告jは実践報告会，事例検討会等でモデルとなりうる報告， i展望jは障害科学に

関係のある課題について，内外の諸研究の成果を総合的に概観・展望したものとする。

5.論文は，査読委員によって審査され，編集委員会において，その掲載の可否が決定される。

6. 規定枚数を超過したもの，および図表，写真等の製版・印刷等，特に費用を要するものは，別途執筆者

の負担とする。

7. 別刷りは執筆者の負担とするo

8.本誌に掲載された論文等の著作権は障害科学学会に帰属し，無断で複製あるいは転載することを禁ずる 0

9. 投稿論文の内容について，十分に人権および倫理上の配躍がなされていなければならない。

執筆規定

1 .原稿の仕様 原則としてワープロを用い， A 4判用紙に25字x32行 (800字〉で印字された原稿を提出

すること。 A4判用紙の原稿2.5枚は刷り上がり 1頁に相当する。和文では，本文，文献，図表，要約

をすべて含めた論文の昂IJり上がり頁数は，原著論文，資料，実践報告，展望は10頁を上限とする。英文

では，本誌 8頁 (approximately550 words per page; including Abstract， References， Tables， and Figures) を上

限とする。また，短報は和文で 5頁，英文で 4頁とする。これを超過する論文については，編集委員会

で掲載の可否を決定する。

2. 提出頭稿 原著論文・資料ともに，オリジナル 1部とコピー 2部を添えて提出すること。また提出原稿

はA4判とし，表紙には和文表題，英文表題，執筆者名，代表者の連絡先(電話番号を含む)を明記す

ること。なお，論文採択後には電子ファイルを提出する。

3.図表など 白紙に黒色インクで明瞭に書かれたものを用い，写真を用いる場合は鮮明なものを提出する

こと。表や図の番号はTabJe1， Fig. 1のように記入し，表題p 説明ともに一括して別紙に記載すること。

また，本文中にその挿入笛所を明示すること。

4. 和文要約 和文論文および英文論文には，問題，方法，結果，結論の大要をほぼ把握できるように，和

文で400字以内の要約と 3~5 項目の和文キーワードを本文とは別葉にて提出すること。

5. 英文要約 和文論文および英文論文には，英文表題， 200~300ワードの英文要約， 3 ~ 5項目の英文

Key Wordsを本文とは別葉にて提出すること。

6. 表記 新かなづかい，常用漢字，算用数字を用いること。外国人名・地名等の国有名詞以外はなるべく

訳語を用いp 必要な場合は初出の際にだけ原語。を付す。文献は論文'の最後にアルファベット )1)買に一括し

て示すこと。雑誌文献記述の形式は，著者名，発行年，題乱雑誌名，巻数，論文所在頁の}f!買とし，単

行本文献記述の形式は，著者名，発行年，書名，出版社，出版地の)11貢とする。

7. 註 必要がある場合は，本文中に 1)， 2) …のように上付きの通し番号で註を付し，すべての註を本

文と文献禰の間に番号順に記載すること。

8. 印刷形式 印刷の体裁は編集委員会に一任する。

9. その他 執筆に関する詳細は，日本特殊教育学会の打特殊教育学研究J手[]文論文執筆の手引きjと，

最新の特殊教育学研究英文特集号の表紙裏Infonnationfor Contributorsに従うこと。


	030
	031
	033
	036

